
後発医薬品（ジェネリック医薬品）について
• 当院では、後発医薬品の使用促進を積極的に取り組んでいます。
そのため、当院で処方するお薬は後発医薬品になることがございます。

• 医薬品の供給不足等が発生した場合、医薬品の処方の変更等に関して、
適切な対応ができる体制を整備しております。

• 医薬品の供給状況によっては、患者様へ投与するお薬が
変更となる場合がございます。
その際は、薬剤師より十分に説明させて頂きます。

• お薬についてご不明な点がございましたら、医師・薬剤師
までご相談ください。
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バイオ後続品について
当院はバイオシミラー（バイオ後続品）の使用を推進しています。

【バイオシミラー（バイオ後続品）とは・・・】
国内ですでに承認された先行バイオ医薬品と同等/同質の品質、有効性、安全性を
有する医薬品として開発された医薬品のことです。

ジェネリック医薬品（後発医薬品）と異なり、有効性及び安全性に関する同等性/
同質性を検証するための臨床試験が行われています。

ご不明な点がございましたら、薬剤師までご相談ください。

例： インスリン グラルギン BS 注キット 1日1回 就寝前 皮下注射
「お薬の名前（一般名）」+ BS
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一般名処方では、お薬を受け取りになる保険薬局で
『後発医薬品 (ジェネリック医薬品) 』または 『先発医薬品』を選択することが
できます。
なお、医薬品の供給状況により、ご希望に叶わない場合もございます。
ご不明な点がございましたら、薬剤師までご相談ください。

一般名処方について
後発医薬品があるお薬については、商品名ではなく一般名（有効成分の名称）で
処方する場合がございます。

例：【般】アムロジピン口腔内崩壊錠 ○ mg １錠 １日１回朝食後 7日分
【般】+「お薬の有効成分の名前 (一般名) 」 
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